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【卒業証書授与式を挙行】 

 令和の時代初めてとなる、令和元年度の卒業証書授与式を、３月

１日（日）に挙行いたしました。今年は、新型コロナウイルスの感染

拡大防止等の観点から、卒業生、保護者、教職員のみの出席での卒業

式となりました。来賓の方々や在校生の出席がないため、どのよう

な式になるか不安もありましたが、何

はともあれ無事に卒業式を実施でき

たことに感謝申し上げます。様々な式

典ではご来賓の出席があり実施され

ますが、私自身もご来賓不在の式は初

めてでした。よく「華を添える」とい

う言葉がありますが、まさしく今回の

卒業式を経験し、ご来賓の皆様方が式

典にご臨席を頂き、いかに華を添えて頂いていたかを肌で感じる卒

業式でした。しかし、保護者の皆様方にご出席をいただき、ご来賓

の分まで華を添えて頂き、素晴らしい卒業式となりました。卒業生

の式に臨む姿勢も素晴らしいものでした。凜とした態度であり、一

秒一秒の瞬間をとにかく大切に過ごしてくれた卒業式でした。  

卒業生総代の後藤 彩乃さんの答辞も、高校生活を通して、いか

に多くの方々に支えて頂き成長できたことか、また、甲佐高校の特

色を存分に生かした様々な学校行事等で、社会の構成員の一人なの

だと実感してきたこと、そして、保護者の方々の支えに最大限感謝

していることなど、この三年間の思い

がひしひしと込められた素晴らしい

答辞でした。 

卒業生のみなさんは、これから自分が選んだそれぞれの道で、高

校生活で培った力を大いに発揮し、社会の中で、組織の中で「あな

たがいないと困る」と言われる人材、宝物としての人財に成長し、

幸多い人生を歩んでいってくれるものと確信しています。卒業生の

今後の活躍をいつも願っています。 
 
【校内長距離走大会、残念ながら中止となりましたが】 

２月７日（金）に、校内長距離走大会を実施する予定でしたが、朝

からシトシトと雨が降り、ぎりぎりまで開催するかどうか迷いまし

たが、予報以上に雨足が強くなり、残念ながら中止となりました。し

かし、体育科の先生方の気転と尽力により、即サッカーやドッジボー

ル等の球技大会に切り替え、生徒たちも楽しい日々を過ごすことが

できました。生徒たちの結束力も更に高まったようです。その後は、

保護者の方々が準備して頂いた肉うどんをご馳走になりました。甲佐

高校の保護者の方の肉うどんは、それはそれは大変豪華な肉うどんで

あり、食べる前から感謝感激の気持ちが溢れ出る肉うどんです。生徒、

職員一同たいへんおいしく頂き、明日への活力となりました。保護者

の方々、早朝よりありがとうございました。 
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